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【手続補正書】
【提出日】平成29年5月25日(2017.5.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のデバイスと第２のデバイスとの間でオーディオ部分とビデオ部分とを有するマル
チメディア通信セッションを実行するための方法であって、前記第２のデバイスはローカ
ルエリアネットワークを介した少なくとも１つの追加のデバイスへのアクセスを有し、前
記方法は、
　前記少なくとも１つの追加のデバイスに向けるために、前記第１のデバイスと前記第２
のデバイスとの間の前記マルチメディア通信セッションの一部分を識別すること、前記識
別された一部分は、前記オーディオ部分と前記ビデオ部分のうちの選択された一方を備え
、前記マルチメディア通信セッションの残りの部分は、前記オーディオ部分と前記ビデオ
部分のうちの他方を備える、と、
　前記第２のデバイスが、前記第２のデバイスにローカルである統合アプリケーションを
使用して、前記少なくとも１つの追加のデバイスの一意の識別子を取得すること、前記統
合アプリケーションは、前記ローカルエリアネットワークを介して前記第２のデバイスに
アクセス可能な追加のデバイスに関連する情報を収集および編成するように構成される、
と、
　前記第２のデバイスが、前記統合アプリケーションを使用して、前記少なくとも１つの
追加のデバイスのデバイス能力に関連する情報をさらに取得することと、
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　前記第２のデバイスが、前記少なくとも１つの追加のデバイスの前記デバイス能力に関
連する前記情報および前記一意の識別子を前記第１のデバイスに提供し、それによって、
前記第２のデバイスに前記マルチメディア通信セッションの前記残りの部分を向け続けな
がら、前記少なくとも１つの追加のデバイスに前記マルチメディア通信セッションの前記
識別された一部分を向けるように前記第１のデバイスを促すことと、
　を備える、方法。
【請求項２】
　第１のデバイスと第２のデバイスとの間でマルチメディア通信セッションを開始するこ
とは、前記第１のデバイスおよび前記第２のデバイスを認証することをさらに備える、請
求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１のデバイス、前記第２のデバイス、および前記少なくとも１つの追加のデバイ
スの各々は、ルーティング可能なアドレスを使用して個別にアドレス指定可能である、請
求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記少なくとも１つの追加のデバイス内に位置する要素は、ルーティング可能なアドレ
スを使用して個別にアドレス指定可能である、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記ルーティング可能なアドレスは、電話番号に相関されるＩＰアドレスを備える、請
求項３に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＩＰアドレスは、前記少なくとも１つの追加のデバイスの前記デバイス能力に関連
する前記情報に相関される、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記マルチメディア通信セッションは、ボイスオーバＩＰ（ＶｏＩＰ）呼である、請求
項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記ＶｏＩＰ呼は、第１のデータおよび第２のデータを備え、前記第２のデータは、前
記少なくとも１つの追加のデバイスに転送され、前記第１のデータは、前記少なくとも１
つの追加のデバイスに転送されない、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記第１のデバイスが、前記少なくとも１つの追加のデバイスに前記マルチメディア通
信セッションの前記識別された一部分を向けることは、前記第２のデバイスおよび前記少
なくとも１つの追加のデバイスに前記マルチメディア通信セッションの前記識別された一
部分を同時放送することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記少なくとも１つの追加のデバイスは、電話機、テレビ、タブレットコンピューティ
ングデバイス、およびパーソナルコンピューティングデバイスから選ばれる、請求項１に
記載の方法。
【請求項１１】
　第１のロケーションにおける第１の電話機が第２のロケーションにおいて複数のデバイ
スと通信することを可能にするためのシステムであって、
　前記第２のロケーションに位置する第２の電話機と、前記第１の電話機および前記第２
の電話機は、オーディオ部分とビデオ部分とを有するマルチメディア通信セッションに携
わり、
　ローカルネットワークを介して前記第２の電話機によってアクセス可能な追加のデバイ
スと、
　を備え、
　前記第２の電話機は、少なくとも１つの追加のデバイスにルーティングするために、前
記第１の電話機と前記第２の電話機との間の前記マルチメディア通信セッションの一部分
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を識別することに参加することと、前記第２の電話機にローカルである統合アプリケーシ
ョンを使用して、前記少なくとも１つの追加のデバイスのデバイス能力に関連する情報お
よび一意の識別子を取得することと、を行うように構成され、前記統合アプリケーション
は、前記ローカルエリアネットワークを介して前記第２の電話機にアクセス可能な追加の
デバイスに関連する情報を収集および編成するように構成され、前記識別された一部分は
、前記オーディオ部分と前記ビデオ部分のうちの選択された一方を備え、前記マルチメデ
ィア通信セッションの残りの部分は、前記オーディオ部分と前記ビデオ部分のうちの他方
を備え、
　前記第２の電話機は、前記少なくとも１つの追加のデバイスの前記デバイス能力に関連
する前記情報および前記一意の識別子を前記第１の電話機に提供し、それによって、前記
第２の電話機に前記マルチメディア通信セッションの前記残りの部分をルーティングし続
けながら、前記少なくとも１つの追加のデバイスに前記マルチメディア通信セッションの
前記識別された一部分をルーティングするように前記第１の電話機を促すことを行うよう
に構成される、システム。
【請求項１２】
　前記第１の電話機、前記第２の電話機、および前記少なくとも１つの追加のデバイスの
各々は、ルーティング可能なアドレスを使用して個別にアドレス指定可能である、請求項
１１に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記少なくとも１つの追加のデバイス内に位置する要素は、ルーティング可能なアドレ
スを使用して個別にアドレス指定可能である、請求項１２に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記ルーティング可能なアドレスは、電話番号に相関されるＩＰアドレスを備える、請
求項１２に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記ＩＰアドレスは、前記少なくとも１つの追加のデバイスの前記デバイス能力に関連
する前記情報に相関される、請求項１４に記載のシステム。
【請求項１６】
　前記マルチメディア通信セッションは、ボイスオーバＩＰ（ＶｏＩＰ）呼である、請求
項１１に記載のシステム。
【請求項１７】
　前記ＶｏＩＰ呼は、第１のデータおよび第２のデータを備え、前記第２のデータは、前
記少なくとも１つの追加のデバイスに転送され、前記第１のデータは、前記少なくとも１
つの追加のデバイスに転送されない、請求項１６に記載のシステム。
【請求項１８】
　前記第１のデバイスおよび前記第２のデバイスを認証することをさらに備える、請求項
１１に記載のシステム。
【請求項１９】
　前記マルチメディア通信セッションの前記一部分が前記少なくとも１つの追加のデバイ
スにルーティングされることは、前記第２の電話機および前記少なくとも１つの追加のデ
バイスに前記マルチメディア通信セッションの前記一部分を同時放送することを備える、
請求項１１に記載のシステム。
【請求項２０】
　前記少なくとも１つの追加のデバイスは、電話機、テレビ、タブレットコンピューティ
ングデバイス、およびパーソナルコンピューティングデバイスから選ばれる、請求項１１
に記載のシステム。
【請求項２１】
　複数のデバイスが通信することを可能にするためのシステムであって、
　第１のデバイスと第２のデバイスとの間でオーディオ部分とビデオ部分とを有するマル
チメディア通信セッションを開始するための手段、前記第１および第２のデバイスの各々
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は、ローカルエリアネットワークを介した少なくとも１つの追加のデバイスへのアクセス
を有する、と、
　　前記少なくとも１つの追加のデバイスに向けるために、前記第１のデバイスと前記第
２のデバイスとの間の前記マルチメディア通信セッションの一部分を識別し、前記識別さ
れた一部分は、前記オーディオ部分と前記ビデオ部分のうちの選択された一方を備え、前
記マルチメディア通信セッションの残りの部分は、前記オーディオ部分と前記ビデオ部分
のうちの他方を備え、
　　前記第２のデバイスが、前記第２の電話機にローカルである統合アプリケーションを
使用して、前記少なくとも１つの追加のデバイスのデバイス能力に関連する情報および一
意の識別子を取得し、前記統合アプリケーションは、前記ローカルエリアネットワークを
介して前記第２のデバイスにアクセス可能な追加のデバイスに関連する情報を収集および
編成するように構成され、
　　前記第２のデバイスが、前記少なくとも１つの追加のデバイスの前記デバイス能力に
関連する前記情報および前記一意の識別子を前記第１のデバイスに提供するための手段と
、
　前記第２のデバイスに前記マルチメディア通信セッションの前記残りの部分を向け続け
ながら、前記少なくとも１つの追加のデバイスに前記マルチメディア通信セッションの前
記識別された一部分を向けるように前記第１のデバイスを促すための手段と、
　を備える、システム。
【請求項２２】
　第１のデバイスと第２のデバイスとの間でマルチメディア通信セッションを開始するた
めの前記手段は、前記第１のデバイスおよび前記第２のデバイスを認証するための手段を
さらに備える、請求項２１に記載のシステム。
【請求項２３】
　前記第１のデバイス、前記第２のデバイス、および前記少なくとも１つの追加のデバイ
スの各々は、ルーティング可能なアドレスを使用して個別にアドレス指定可能である、請
求項２１に記載のシステム。
【請求項２４】
　前記少なくとも１つの追加のデバイス内に位置する要素は、ルーティング可能なアドレ
スを使用して個別にアドレス指定可能である、請求項２３に記載のシステム。
【請求項２５】
　前記ルーティング可能なアドレスは、電話番号に相関されるＩＰアドレスを備える、請
求項２３に記載のシステム。
【請求項２６】
　前記ＩＰアドレスは、前記少なくとも１つの追加のデバイスの前記デバイス能力に関連
する前記情報に相関される、請求項２５に記載のシステム。
【請求項２７】
　前記マルチメディア通信セッションは、ボイスオーバＩＰ（ＶｏＩＰ）呼である、請求
項２１に記載のシステム。
【請求項２８】
　前記ＶｏＩＰ呼は、第１のデータおよび第２のデータを備え、前記第２のデータは、前
記少なくとも１つの追加のデバイスに転送され、前記第１のデータは、前記少なくとも１
つの追加のデバイスに転送されない、請求項２７に記載のシステム。
【請求項２９】
　前記第１のデバイスが、前記少なくとも１つの追加のデバイスに前記マルチメディア通
信セッションの前記識別された一部分を向けることは、前記第２のデバイスおよび前記少
なくとも１つの追加のデバイスに前記マルチメディア通信セッションの前記識別された一
部分を同時放送するための手段を備える、請求項２１に記載のシステム。
【請求項３０】
　前記少なくとも１つの追加のデバイスは、電話機、テレビ、タブレットコンピューティ
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ングデバイス、およびパーソナルコンピューティングデバイスから選ばれる、請求項２１
に記載のシステム。
【請求項３１】
　複数のデバイスが通信することを可能にするための、プロセッサによる実行のためのコ
ンピュータコードを記憶した非一時的なコンピュータ可読媒体であって、
　第１のデバイスと第２のデバイスとの間でオーディオ部分とビデオ部分とを有するマル
チメディア通信セッションを開始するための第１のコードセグメントと、前記第１および
第２のデバイスの各々は、ローカルエリアネットワークを介した少なくとも１つの追加の
デバイスへのアクセスを有し、
　前記少なくとも１つの追加のデバイスに向けるために、前記第１のデバイスと前記第２
のデバイスとの間の前記マルチメディア通信セッションの一部分を識別するための第２の
コードセグメントと、前記識別された一部分は、前記オーディオ部分と前記ビデオ部分の
うちの選択された一方を備え、前記マルチメディア通信セッションの残りの部分は、前記
オーディオ部分と前記ビデオ部分のうちの他方を備え、
　ローカルエリアネットワークを介して前記第１のデバイスにアクセス可能な追加のデバ
イスに関連する情報を収集および編成するように構成された統合アプリケーションと、
　前記第１のデバイスが前記第２のデバイスから前記少なくとも１つの追加のデバイスの
前記一意の識別子を取得するための第４のコードセグメントと、
　前記第１のデバイスが、前記第２のデバイスから前記少なくとも１つの追加のデバイス
のデバイス能力に関連する情報を取得するための第５のコードセグメントと、
　前記第２のデバイスに前記マルチメディア通信セッションの前記残りの部分を向け続け
ながら、前記第２のデバイスから取得された前記少なくとも１つの追加のデバイスの前記
デバイス能力に関連する前記情報および前記一意の識別子に応答して、前記少なくとも１
つの追加のデバイスに前記マルチメディア通信セッションの前記識別された一部分を向け
るための第６のコードセグメントと、
　を備える、コンピュータ可読媒体。
【請求項３２】
　第１のデバイスと第２のデバイスとの間でマルチメディア通信セッションを開始するた
めの前記第１のコードセグメントは、前記第１のデバイスおよび前記第２のデバイスを認
証するための第７のコードセグメントをさらに備える、請求項３１に記載のコンピュータ
可読媒体。
【請求項３３】
　前記第１のデバイス、前記第２のデバイス、および前記少なくとも１つの追加のデバイ
スの各々は、ルーティング可能なアドレスを使用して個別にアドレス指定可能である、請
求項３１に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項３４】
　前記少なくとも１つの追加のデバイス内に位置する要素は、ルーティング可能なアドレ
スを使用して個別にアドレス指定可能である、請求項３３に記載のコンピュータ可読媒体
。
【請求項３５】
　前記ルーティング可能なアドレスは、電話番号に相関されるＩＰアドレスを備える、請
求項３３に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項３６】
　前記ＩＰアドレスは、前記少なくとも１つの追加のデバイスの前記デバイス能力に関連
する前記情報に相関される、請求項３５に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項３７】
　前記マルチメディア通信セッションは、ボイスオーバＩＰ（ＶｏＩＰ）呼である、請求
項３１に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項３８】
　前記ＶｏＩＰ呼は、第１のデータおよび第２のデータを備え、前記第２のデータは、前
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記少なくとも１つの追加のデバイスに転送され、前記第１のデータは、前記少なくとも１
つの追加のデバイスに転送されない、請求項３７に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項３９】
　前記第１のデバイスが、前記少なくとも１つの追加のデバイスに前記マルチメディア通
信セッションの前記識別された一部分を向けることは、前記第２のデバイスおよび前記少
なくとも１つの追加のデバイスに前記マルチメディア通信セッションの前記識別された一
部分を同時放送することを備える、請求項３１に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項４０】
　前記少なくとも１つの追加のデバイスは、電話機、テレビ、タブレットコンピューティ
ングデバイス、およびパーソナルコンピューティングデバイスから選ばれる、請求項３１
に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項４１】
　デバイス間でデータを共有するための方法であって、
　通信デバイスを使用してオーディオ部分とビデオ部分とを有するマルチメディア通信セ
ッションに参加することと、
　前記通信デバイスが、ローカルネットワークを介して前記通信デバイスにアクセス可能
な追加のデバイスに関連する情報を収集および編成するために統合アプリケーションを使
用することと、
　前記通信デバイスが、前記ローカルネットワークを介して、前記通信デバイスが位置す
るロケーションに位置する少なくとも１つの追加のデバイスにアクセスすることと、
　前記通信デバイスが、前記統合アプリケーションを介して前記少なくとも１つの追加の
デバイスのデバイス能力に関連する情報を取得することと、
　前記通信デバイスから前記少なくとも１つの追加のデバイスに前記マルチメディア通信
セッションの識別された一部分を、前記マルチメディア通信セッションの残りの部分を通
信することに参加し続けながら、転送すること、前記識別された一部分は、前記オーディ
オ部分と前記ビデオ部分のうちの選択された一方を備え、前記マルチメディア通信セッシ
ョンの前記残りの部分は、前記オーディオ部分と前記ビデオ部分のうちの他方を備える、
と、
　を備える、方法。
【請求項４２】
　前記通信デバイスおよび前記少なくとも１つの追加のデバイスは、ルーティング可能な
アドレスを使用して個別にアドレス指定可能である、請求項４１に記載の方法。
【請求項４３】
　前記少なくとも１つの追加のデバイス内に位置する要素は、ルーティング可能なアドレ
スを使用して個別にアドレス指定可能である、請求項４２記載の方法。
【請求項４４】
　前記ルーティング可能なアドレスは、電話番号に相関されるＩＰアドレスを備える、請
求項４２に記載の方法。
【請求項４５】
　前記ＩＰアドレスは、前記少なくとも１つの追加のデバイスの前記デバイス能力に関連
する前記情報に相関される、請求項４４に記載の方法。
【請求項４６】
　前記マルチメディア通信セッションは、ボイスオーバＩＰ（ＶｏＩＰ）呼である、請求
項４１に記載の方法。
【請求項４７】
　前記ＶｏＩＰ呼は、第１のデータおよび第２のデータを備え、前記第２のデータは、前
記少なくとも１つの追加のデバイスに転送され、前記第１のデータは、前記少なくとも１
つの追加のデバイスに転送されない、請求項４６に記載の方法。
【請求項４８】
　デバイス間でデータを共有するためのシステムであって、



(7) JP 2016-522589 A5 2017.7.6

　オーディオ部分とビデオ部分とを有するマルチメディア通信セッションに参加するよう
に構成された通信デバイスと、前記通信デバイスは、ローカルエリアネットワークを介し
て前記通信デバイスにアクセス可能な追加のデバイスに関連する情報を収集および編成す
るように構成された統合アプリケーションを有し、
　少なくとも１つの追加のデバイスと、
　を備え、
　前記通信デバイスは、前記統合アプリケーションを介して前記少なくとも１つの追加の
デバイスのデバイス能力に関連する情報にアクセスし取得するように構成され、
　前記通信デバイスは、前記少なくとも１つの追加のデバイスに前記マルチメディア通信
セッションの識別された一部分を、前記マルチメディア通信セッションの残りの部分を通
信することに参加し続けながら、転送するようにさらに構成され、前記識別された一部分
は、前記オーディオ部分と前記ビデオ部分のうちの選択された一方を備え、前記マルチメ
ディア通信セッションの前記残りの部分は、前記オーディオ部分と前記ビデオ部分のうち
の他方を含む、システム。
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